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２０'Tl心筋シンチグラフィのSPECT（single
photonemissioncomputedtomography)画像を集
約し、functionalmapとして表示する方法につい
て報告してきた。今回、特にwashoutrateMR）
に着目し、正常心機能および冠動脈疾患患者を対
象に、ＷＲに影響する因子の検討およびその有
用性を検討した。
〔対象と方法〕
対象は、臨床的に虚血性心疾患が否定された正
常群18症例，および冠動脈疾患を疑われて冠動脈
造影を施行した44症例である。冠動脈狭窄75％以
上を有意狭窄と判定すると、３枝病変10例，２校
病変10例，ｌ枝病変19例，有意の狭窄なし５例で
あった。
運動負荷心筋シンチグラフィは、多段階エルゴ
メータ負荷を行い、最大運動時に201Ｔｌを３ｍＣｉ
静注した。１０分後および３時間後にSPECTによ
り撮像を行った。データの解析は体軸断層像，長
軸断層像，短軸断層像を視覚的に評価するととも
に、すでに報告したように短軸断層像から極座標
表示を用いて血流マップ，washoutマップを作
製した（核医学２３：251-258,473-479,1985)。
また、異常スコア（extentおよびseverityscore）
も算出した。ＷＲは心表面約600の各セグメント
の平均値として求めた。
〔結果〕
ＷＲを狭窄動脈数ごとに比較すると３枝，２
枝，ｌ枝，正常の各群でそれぞれ30±８，３２±
16,35±９，４１±９％であり、正常群と狭窄群は
有意差（Ｐ＜0.05）を認めたが、狭窄動脈１，２，
３枝の各群間には有意差がなかった（Ｆｉｇｌ）。
また、ＷＲの異常スコアを各冠動脈領域ごとに
計算し、冠動脈狭窄の程度（％）と比較したとこ
ろ、左冠動脈前下行枝(LAD)のextentscoreのみ
が狭窄率と相関した（Fig.２）。運動時の最高心
拍数(HR）またはratepressureproduct(RPP）と
ＷＲの相関を正常群および冠動脈疾患群で検討
した。正常群ではＨＲとＷＲにＲ＝0．５３（Ｐ＜
0.05)，ＲＰＰとＷＲにＲ＝０．４６（Ｐ＜0.10)，冠
動脈疾患群ではＨＲとＷＲにＲ＝0.52（Ｐ＜0.001)，
ＲＰＰとＷＲにＲ＝0.66（Ｐ＜0.001）の正相関を
認めた（Fig.３，４)。また運動時目標`し柏数を190-
年齢とした時に、この値に対する％とＷＲの間
にもＲ＝０．５７（Ｐ＜0.001）の有意の相関を認め
た。
〔考案〕
ＷＲは冠動脈疾患の多枝病変で低値になり、
washoutmapもしばしば広範囲の異常を示す。
一方、運動負荷量が不十分のときは正常者でも異
常と誤る可能性があることもよく経験する。そこ
で、ＷＲに影響すると考えられるこれらの因子
について検討した。
ＷＲは正常群と冠動脈疾患群の間には有意差
を認めた。一方、狭窄動脈数が異なる各群間では
多枝病変ほど低値の傾向はあるものの、有意差は
なかった。しかし領域ごとのＷＲの異常スコア
(extentscore)はＬＡＤ領域のみ狭窄率と相関があ
った。これは、今回の検討中ＬＡＤ病変が多かっ
たこともあるが、ＬＡＤ病変が心筋血流および運
動量を規定する大きな因子となることが原因と推
定される。
運動量とＷＲの関係をみると正常群，冠動脈
疾`患群ともに、ＨＲまたはＲＰＰと正相関が認め
られた。すなわち運動負荷量がＷＲを規定する
重要な因子であることを示している。しかしなが
ら、回帰直線について検討すると、有意差はない
ものの、ＷＲは冠動脈疾患群が正常群より低い
ため、運動量の因子と冠動脈の因子の両方がＷＲ
に関与していると考えられる（Fig.５）。多枝病
変では一般に運動能が低下しており、ＷＲの低
下の一因となっている。
以上、ＷＲは冠動脈疾患の重症度の指標とは
なり得るが、負荷量の影響を大きく受けるため、
特に正常者で負荷量が足りない場合や多枝病変患
者で負荷量が多いときは、絶対値のみでは判定を
誤る可能性がある。このような症例では、ＷＲ
はその絶対値の分布のみでなく心筋内の相対的分
布を考慮する必要がある。
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